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第１章 教育水準向上研究授業研究会

１ 趣 旨

沼田市の教育水準向上を図るために授業研究会を開催し、その現状と課題を正しくとらえ、

望ましい授業の在り方を研究する。

２ 日 時 令和３年１１月１７日（水） １４：００～１６：３０

３ 会 場 沼田市立沼田小学校・沼田市立沼田中学校

４ 授業者及び単元・題材名等一覧

年・組 指 導 者 教科等 予定単元等

沼 １年１組 加藤 美恵 学活 （１）議題「なかよしのかいをけいかくしよう」

田

小 ３年１組 河野 徳子 国語 れいの書かれ方に気をつけて読み、それを生かして書こう（「すがたをかえる大豆」）

４年２組 町田 友香 理科 物の体積と温度

５年２組 萩原 一貴 算数 四角形と三角形の面積

沼 １年１組 深井 優介 英語 PROGRAM７ Research on Australia
田

中 １年３組 唐沢 大将 理科 単元３ 身のまわりの現象 第２章 音の世界

２年１組 鈴木 英樹 数学 ４章 図形の性質と合同

２年２組 瀧澤 裕志 道徳 公徳心に支えられた社会 「キャッチボール」

５ 授業研究会の係・役員

部会 司 会 者 記 録 係 助 言 者

１年
関谷 ゆかり 教諭 外山 明子 教諭

深津 美帆 教諭

沼
学活 （学校教育指導員）

３年
倉澤 泰子 教諭 宮沢 菜穂子 教諭 大竹 訓子 指導主事

田
国語

４年
高橋 明弘 教諭 小野里 純子 教諭 冨澤 誠司 指導主事

小
理科

５年
田島 晃代 教諭 今井 由香利 教諭

森下 好美 教諭

算数 （学校教育指導員）
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１年
福島 美由紀 教諭 須藤 陽介 教諭 角田 厚 指導主事

沼 英語

１年
吉川 陽子 教諭 鈴木 元気 教諭

内田 淳 教諭

田 理科 （学校教育指導員）

２年 坂本 貴洋 教諭 桒原 伸明 教諭 金子 平 指導主事

中 数学

２年 河合 恵 教諭 藤谷 直道 教諭 飯野 智 教諭

道徳 （学校教育指導員）

６ 授業研究会の概要 ※○は研究協議の概要、◎は指導講評の概要

学 年
研 究 協 議 及 び 指 導 講 評 の 概 要

教科等

沼田小 ○見通す場面では、｢もっとなかよくなるために、なかよしのかいをしよう｣

小１年 という目指すところがはっきりしていたので、話合いがスムーズに行われた。

学活 ○計画委員が役割をしっかりと理解し、話合いを進めていた。授業者の助言

も的確だった。

○ロイロノートの活用では、アンケートの結果を活かして考えを修正したり、

色カードを使って自己決定の手段にしたりするなど、考えが比較できるよ

うな活用がされていて有効であった。

◎授業者は、児童の実態に合った声かけをしており、見習うところが多かった。

◎学活で、今回のような話合いを低学年から積み重ねていくことにより、学

年が上がるにつれて自分たちでできるようになっていくはずである。

◎学級会は、課題を見つける→どうしたらよいか考える→やってみるの繰り

返しなので、今後の｢なかよしのかい｣が楽しみである。

小３年 ○単元の見通しがあることで、児童がゴールを意識できていた。ＩＣＴ端末

国語 とノートの積み重ねが生きていた授業であった。

○掲示物やワークシートがよく工夫されていたことで、自力解決の支援や児

童の思考の助けになっていた。

○考えが出ない児童への補助発問が効果的であっただけに、もっと早いタイ

ミングで投げかけた方がよりよかった。

○画面共有をしたことで、児童の考えが広がった。児童の言葉を生かしてま

とめていったことで、振り返りがしっかり書けていた。

◎単元構想の中で、ゴールに向けて振り返りとめあてをしっかりつなげ、身

に付けさせたいもののために必要な課題に取り組ませることが大切である。

これまでの授業の流れや次時の内容について予想ができる授業になってい

て、よくできていた。
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◎今回のように自力解決をしてから、もう一度自分の言葉でまとめ直す時間

は大切である。

◎自力解決の場面では、キーワードを与えた上でどんな順番かを考えさせた

り、ワークシート上に児童自身に矢印などの書き込みをさせたりしてまと

めさせてもよかった。

小４年 ○本時は、教科書にある空気・水・金属それぞれの特徴が生活に活かされて

理科 いる場面を、単元のまとめとして授業で扱った。実験動画を記録すること

で失敗やその原因がわかったり、必要な資料だけを手元で共有できたり、

指導に活かせるよさが十分にあった。

○導入「潮吹きクジラの不思議」が児童の興味を湧かせ、追究したくなる課

題であったので自力解決、集団解決に向かうことができた。

○今までの実験動画・学びの振り返りが本時のよい見通しになっていた。

○解決する部分では、課題枠に解答の場所が指定されていたり、定型文の提

示で児童が自分の考えを表現できたりするよさがあった。また、それを提

示して説明することは、友達の考えと比較するためにも効果的であった。

◎【単元と授業デザイン】「単元の課題」を軸にし、黒板に明示し意識させ

ながら学習を進めた。「まとめる過程」である本時において、「単元の課題」

について振り返り、答えを出していた。

◎【対話的な学びとＩＣＴ】「沼小スタンダード」である「めあて・見通し

・自力解決・集団解決・まとめ・振り返り」の流れが、確実に展開された。

日常的に繰り返すことで、より主体性や、考え表現できる力が高まってい

く。また、考えの集約や画面配信など、ＩＣＴのよさを生かしていた。児

童に意識させたい事柄等は板書、実物提示で児童の関心を高めたりするな

ど、それぞれのよさを的確に取り入れていた。

◎【「見通し」で視点として示すよさ】授業で働かせたい理科の見方・考え

方を示していくことは効果的。それを生かした考察を児童が行うことがで

きていた。

小５年 ○見通す場面では、前時の振り返りのＩＣＴとそれまで習ってきた面積のア

算数 イテムの活用によって、本時の見通しがもちやすくなり児童の学習への意

欲化も図られた。

○自力解決の場面では、ロイロノートを使い、自分の考えを分かりやすく表

現できていた。ペア交流の際も見せ合って説明することで、理解を深める

ことができた。

○集団解決の場面では、色分けしたカードでそれぞれの考えを提出させるこ

とで、ロイロノートの一覧表示が効果的に活用されていた。考えの類別が

できたので児童の理解が広がりを見せた。また指導者の見取りにも役立っ

ていた。

◎基本的な流れ（沼小スタンダード）が共通理解され使いこなされているの

で、指導者はもちろん児童にも学習の流れが浸透しているのがよく分かっ
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た。また、ＩＣＴを児童がよく使いこなしていて、ロイロノートの有効活

用が図られていた。

◎集団解決の時間が短かったので、ペアや集団での交流の際に意見のやりと

りや、他者説明などの工夫を加えると児童の理解も更に深められると思わ

れた。（しかし、その分、振り返りの適用問題で、十分時間を取って交流

もできたのでよかった。）

沼田中 ○帯活動では、意欲的にペアで会話する様子が見られた。内容が本時の学習

中１年 とつながっていて自然な流れで以後の学習活動に取り組むことができていた。

英語 ○本時のめあてをつかむ場面では、過去のホームステイの画像を生徒に示し

生徒の意欲を喚起できた。単元のゴールを想起させたことで本時のめあて

や活動が明確になった。

○本時の活動では、はじめにペアで話す活動を行い、生徒の素晴らしい内容

や表現を全体で共有し、書く活動に移行した。そうすることで生徒が日本

文化紹介をしっかり書くことができていた。

○活動の最後にＩＣＴを活用し、生徒個々の紹介文を全体で共有できたこと

で生徒の表現が更に深まり、次時の活動へつながる振り返りが行えていた。

◎単元のゴールが教材と関連した内容となっていた。更に国際交流事業との

関わりをもたせたことで活動の目的・場面が明確となり、生徒が必要感を

感じて取り組めるオーセンティックな言語活動となっていた。

◎試しの活動から単元の見通しと課題を生徒がつかみ、追究する場面で内容

面・言語面を深め、単元のゴールに向かう学習過程がしっかり構成されて

いた。

◎話すことから書く活動へつながる技能統合がスムースに組み込まれ、生徒

が既習表現を活用し自分の思いを英語で表現できていた。

◎書かせる場面では、正確性も求めていく必要がある。次時の最終活動でク

リアしていけるとよい。

中１年 ◯導入場面において、前時の学習を復習してから音の高低を調べるという課

理科 題につなげたことで、生徒は見通しをもって本時の学習に取り組むことが

できた。

◯展開場面においては、ＩＣＴ端末を活用したことで分かりやすく実験する

ことができた。更にワークシートを併用し、個の学びも確保することがで

きていた。

○「振幅以外で」という条件下で予想させたことは、生徒の思考を促すこと

ができた。音という難しい現象を考える際は、条件を限定することも有効

である。更に実際の振動と波形を関係付けることができると、根拠に基づ

いた予想ができるであろう。

◎本時では、ＩＣＴ端末が活用され生徒の学びが深まっていた。今後もこの

ような活用できるアプリケーションを見付けていくことも必要である。

◎生徒の見方・考え方をはたらかせた指導を行うことができていた。予想で



- 13 -

振幅を揃えることで、量的・関係的な見方・考え方ができていた。

◎より主体的な学びとなるように、体験活動を取り入れてそれを活用した学

習の展開をしていくことが大切である。

中２年 ○導入において、様々な星形の図形を書き、それをＩＣＴを利用して共有す

数学 ることで、今日のめあてにつながり、生徒が興味をもって学習に取り組め

た。ＩＣＴは見やすいが書きにくいことと、それを計って調べることがで

きないのが難点である。

○ロイロノートを利用してヒントカードを配ったことにより、低位の子たち

にとって三角形を見付けたり、五角形の外角を利用することが分かりやす

かったりした。ただ、一斉に送信してしまったため、分かる生徒にとって

は邪魔であったり、全体がヒントカードの考え方に寄ってしまったりした

ことが残念であった。

○グループでの共有の場面では、多くのグループがＩＣＴ端末を使って説明

するなど、ＩＣＴが有効に活用されていた。図を使って言葉で説明させた

いのか、文章で書かせたいのかはっきりした方がよかった。ヒントカード

の続きに文章の書き方をヒントにすることも有効である。

◎課題が自分で解けなくても、必ず自分で考える時間を確保することが重要

である。

◎数学でのロイロノートは、紙に書いて写真を提出させることが有効である。

授業者は、提出させた後のピックアップ力が重要になってくる。

◎多様な考え方を求めるのか、偏りがあってもよいのか、グループで話し合

うのか全体なのか、説明し合う活動を目的によって効果的に取り入れるこ

とが重要である。

中２年 ○導入ではテキストマイニングを用いたことにより、視覚的に問題意識を把

道徳 握することができ、道徳的価値に意識を向けることができていた。

○ロイロノートのカード機能を活用して主人公と同じ行動は桃色・違う行動

は水色のカードに記入し提出させたことで、自分の考えを整理し友達の意

見を比較して考えを深めることができた。

○生徒間でお互いの記述内容を見る時間を設けたこと、生徒の記述内容に対

する教師の問い返しにより深い学びにつながった。

◎道徳科の学習を支える主要素は「価値の理解をもとに自己の人間としての

生き方を考えること」であり、本時は導入での問いかけで生徒に人間の弱

さに気付かせることができたことがよかった。

◎ＩＣＴを活用することの長所は、多くの情報を瞬時に集約できること、発

表が苦手な生徒も意見を述べやすいこと、生徒の考えを「見える化」でき

ること、学習内容を蓄積（データ化）できることである。これらの長所を

効果的に取り入れつつ（本時はＩＣＴと板書の組み合わせが効果的）、対

話も取り入れていけるとよい。
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第２章 沼田市夏季研修会

１ 趣 旨 「群馬ならではの新しい学び」の実現に向け、ＩＣＴを効果的に活用した授業の

工夫改善を図るための研修とする。

教育行政方針【重点施策】との関連

１（４）確かな学力の育成 ウ、エ

２ 主 催 沼田市教育委員会

３ 日 時 令和３年７月２６日（月）・７月２７日（火）

９：００～１１：３０

４ 開催の方法 オンラインで実施

１人１台端末（chromebook）での参加

５ 参加者 小学校教諭（中学校教諭の参加も可能）

希望研修とするが、積極的な参加をお願いしたい。

６ 内 容

７／２６ ＩＣＴ活用 ～初心者から初級コース～

（月） ①GoogleWorkspace for Education の生かし方

・Meetの機能説明、注意点

・Classroomの使い方について

・共同編集機能の使い方、体験 等

②ロイロノート・スクールの生かし方

・基本的な考え方、授業づくり

・ロイロノートのカード作り

・課題の提出、回収や一覧表示

・教師や児童生徒画面の転送機能、発表の仕方 等

７／２７ ＩＣＴ活用 ～中級コース～

（火） ○思考力を育成するロイロノート・スクールの活用方法

・各種機能について

・テストカードの使い方

・シンキングツールの使い方 等

※（株）ＬｏｉＬｏ講師による
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沼田市夏季研修会 概要

◎ＩＣＴ活用 ～ 初心者から初級コース ～
１ ICTを活用することのよさ（はばたく群馬の指導プランⅡ ICTバージョンより）

（１）「これまでの教育実践」 × ICT（ツール） ＝ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

（２）「個別最適な学び」 指導の個別化（学習内容の確実な定着）

学習の個性化（学習内容の理解を深め、広げる）

「協働的な学び」（異なる考え方を組み合わせ、よりよい学びを生み出す）（学びの主体者としても可能性を発揮）

２ Google Workspace for Education（Googleアプリ）の生かし方

（１）協働的な学びにおける Googleアプリの強み
①「Google Meet」で全画面配信ができる
②共同編集（同時書込）機能が充実している

※双方とも「クラスルーム」を経由することで児

童生徒に提供できる ＜はばたく群馬の指導プラン ICT バージョン授業編より抜粋＞
（２）Googleアプリによる共同編集機能の実際 ※体験

・Googleドキュメント、スプレッドシート、スライド、ジャムボードによる共同編集
（３）Googleクラスルームを経由して児童生徒に提供する方法 ※体験

①テスト用のクラスルームの作成

②「Google Meet」による配信（画面共有）
③共同編集機能の設定と提供の仕方

３ ロイロノート・スクールの生かし方

（１）協働的な学びにおけるロイロノートの強み

①簡単かつ多彩な方法で表現できる

②教員からの資料配付が容易である

③カードのやりとりで比較検討ができる

④児童生徒の考え等を一斉に把握できる

⑤児童生徒が作成したカードを生かして発表

させることが容易である。

※作成したカードのみ画面配信が可能 ＜はばたく群馬の指導プラン ICT バージョン授業編より抜粋＞

（２）ロイロノートにおける「授業」と「ノート」の作り方

①「授業」とクラス（登録済みまたは新規）を結びつける

②「授業」の中ではノート作成は自由（ノート名に関わらずやりとりできる）

（３）ロイロノートの主な機能の実際 ※体験

①色々なカード作り（カメラ機能、テキスト、録音、ファイル挿入、webカード、等）
②資料（カード）の送付や提出（先生⇔子ども、子ども⇔子ども）

③提出された課題（カード）の一覧表示や比較

④児童生徒の提出課題（カード）を画面配信する（発表に生かす）

◎ＩＣＴ活用 ～ 中級コース ～
思考力を育成するロイロノート・スクールの活用方法 ※体験

一体的に充実

ICTならでは

のよさ・機

能を生かす
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第３章 沼田市小中学校教育研究会

Ⅰ 沼田市小中学校教育研究会会則

１ 本会は沼田市小中学校教育研究会と称する。

２ 本会は沼田市小中学校教育の進展を図るため各教科別研究部の事業の連絡調整を行うことを目

的とする。

３ 本会は沼田市小中学校各教科別研究部の部員で組織する。

４ 本会に下記の役員を置く。

会 長 沼田市小中学校協議会長がこれにあたる。

副 会 長

庶 務 研究部長会議で選任する。

会 計

５ 各研究部会の事業及び連絡調整に必要な細則は別に定める。

６ 本部は沼田小学校に置く。

Ⅱ 沼田市小中学校教育研究会細則

１ 各研究部は毎年度始めにおいて本会より予算の配当を受けて事業の計画執行を行うものとす

る。

２ 予算配当は各研究部に対し通常研究予算の外特別指定の研究部に対しては重点的研究予算を加

配するものとする。

３ 各研究部が事業を執行する場合は、日時等につきあらかじめ本会の承認を得るものとする。

４ 各研究部会は毎年度始めの総会後、毎年度決算書及び本年度事業及び予算書をすみやかに本会

に提出するものとする。

５ 各研究部の研究活動は下記の基準によるものとする。

(1) 全員研修 (2) 部 会

○午後研修 年３回 ○部 総 会 年１回 午後 1：30

○体操講習 ○役員総会 年３回 午後 2：00

○遊技講習 夏休み ○講習会・研修会 年３回以内

○授業研究会（子どもを動かすこと）

・原則として行わない。但し特に必要がある場合

は部長会議で審議の上決定するものとする。

○特別指定部は別途考慮する。

○夏休みの行事及び土・日は特枠とする。
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Ⅲ 沼田市小中学校教育研究体制

沼 田 市 教 育 委 員 会

学校教育 沼田市教育

指 導 員 教育水準向上研究推進委員会 研 究 所

校 長 会

教 頭 会

研

究〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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・〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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Ⅳ 令和３年度 沼田市小中学校教育研究会役員一覧

部会名 部 長 副 部 長 書 記 ・ 会 計 監 査 県 理 事 等

国 語 松井 秀幸 沼東小 阿部 忠博 池田中 書 植木みどり 沼東小 星野 智子 多那小 県理 松井 秀幸 沼東小
会 県理 阿部 忠博 池田中

県理 秋元 葉子 川田小
県理 髙橋 香菜 利根中

社 会 諸田 義行 沼北小 根岸 浩文 沼東中 書 真庭 秀樹 沼北小 春日 大 沼西中 県理 諸田 義行 沼北小
会 県理 根岸 浩文 沼東中

県理 小尾 浩三 利根小
県理 春日 大 沼西中
県研 河野 徳子 沼田小
県研 白石沙耶香 沼東小

算 数 星野 耕史 薄根小 井口 昌之 沼西中 書 小熊 瑞江 薄根小 上山 和真 沼北小 県理 星野 耕史 薄根小
・ 会 県理 井口 昌之 沼西中
数 学 石田 貫太 沼西中 原 泰章 薄根中 県理 森下 好美 池田小

県理 山岸 信之 多那中
県研 青木奈津江 白沢小
県研 古田島 茂 利根中

理 科 雲越 誠司 白沢中 内藤 麗子 川田小 書 野上 和栄 白沢中 髙橋 栄一 白沢小 県理 雲越 誠司 白沢中
会 県理 内藤 麗子 川田小

鈴木 元気 沼田中 県理 髙橋 栄一 白沢小
県理 鈴木 元気 沼田中

音 楽 荒木富美子 沼田小 田部井由美子 多那中 書 星野美由紀 沼田小 塚越由美子 沼西中 県理 荒木富美子 沼田小
荒平 和世 沼北小 県理 佐々木典子 沼東小

内藤 麗子 川田小 県理 安藤 千雨 沼田中
会 平井美千代 沼南中 群響 内藤 麗子 川田小

図画工作 田部井由美子 多那中 小野里慶博 利根小 書 福島 栄典 多那中 千明 春香 多那小 県理 田部井由美子 多那中
・ 会 県理 小野里慶博 利根小
美 術 松井みづ穂 利南東小 県評 井田さやか 池田小

県評 男沢 紗代 沼南中

小学校 樋口 徹 利南東小 倉品 健 升形小 書 佐伯 悠 利南東小 吉野 康弘 白沢小 県理 樋口 徹 利南東小
体 育 会 県陸 石田 真規 利根小

県水 深津 美帆 沼北小
県情 関上さくら 川田小
県研 佐藤 有紗 薄根小

中学校 小室 昌顕 沼南中 角田 聡 白沢中 書 綿貫 諒太 沼南中 小渕 誠 薄根中 県理 小室 昌顕 沼南中
保健体育 篠崎 真理 沼田中 会 県理 田村 健介 沼田中

小学校 松井 秀幸 沼東小 浅香みず穂 利根小 書 白石沙耶香 沼東小 鈴木 幸子 池田小 県理 松井 秀幸 沼東小
家庭 会 県理 浅香みず穂 利根小

中学校 木榑 一秀 沼田中 下飯 英樹 薄根中 書 瀧澤 裕志 沼田中 県理 木榑 一秀 沼田中
技術・ 県幹 瀧澤 裕志 沼田中
家庭 山田 美穂 沼田中 県幹 中島美保子 薄根中

小学校 渡辺 元子 池田小 竹内 康祐 多那小 書 安中 美緒 池田小 小熊 一洋 沼田小 県理 渡辺 元子 池田小
英 語 会 県理 竹内 康祐 多那小

英 語 木榑 一秀 沼田中 渡辺 元子 池田小 書 福島美由紀 沼田中 深井 優介 沼田中 県理 木榑 一秀 沼田中

会 県理 林 洋子 沼南中

県研 福島美由紀 沼田中
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部会名 部 長 副 部 長 書 記 ・ 会 計 監 査 県 理 事 等

道 徳 田村 学 利根中 入澤 浩史 白沢小 書 井上 幸大 利根中 角田 順子 川田小 県理 田村 学 利根中

会 県理 入澤 浩史 白沢小

内田 淳 沼南中 県理 細谷 龍男 多那中

県研 細谷 龍男 多那中

小学校 諸田 義行 沼北小 藤井 剛史 沼北小 書 藤井 剛史 沼北小 石田 真規 利根小 県理 諸田 義行 沼北小
特別活動 会 県理 林 さとみ 利南東小

中学校 根岸 浩文 沼東中 林 拓磨 池田中 書 南雲 祐樹 沼東中 小野 貴大 薄根中 県理 根岸 浩文 沼東中
特別活動 会 県理 南雲 祐樹 沼東中

生 活 小渕 誠 薄根中 森下 和樹 升形小 書 小林 春奈 薄根中 加藤 美恵 沼田小 県理 小渕 誠 薄根中

・ 会 県理 森下 和樹 升形小

総合的 西本 一崇 池田中 県理 金井みち代 多那小

な学習 県理 田邉 真司 沼南中

人 権 星野 耕史 薄根小 阿部 忠博 池田中 書 浅見 敏子 薄根小 県理 星野 耕史 薄根小

教 育 会 県理 阿部 忠博 池田中

県理 浅見 敏子 薄根小

県理 金子 真人 池田中

情 報 井口 昌之 沼西中 小野里慶博 利根小 書 石田 貫太 沼西中 宇木 知哉 沼南中 県理 井口 昌之 沼西中

教 育 会 庭野 隆 沼田小 県理 亀山 秀治 利根小

図書館 渡辺 元子 池田小 小渕 誠 薄根中 書 宮﨑 真 池田小 千明 春香 多那小 支長 渡辺 元子 池田小

会 支副 小渕 誠 薄根中

県研 椎名 美香 白沢小

県研 髙橋 宏輔 沼西中

県審 関谷ゆかり 沼田小

県審 石井千恵美 沼東小

県審 桒原 志乃 白沢中

特別支 内藤 麗子 川田小 田部井由美子 多那中 書 髙橋富士夫 川田小 小林 千晴 利根中 県理 内藤 麗子 川田小

援教育 会 県理 田部井由美子 多那中

小学校 諸田 義行 沼北小 県理 諸田 義行 沼北小

生徒指導 県理 藤井 剛史 沼北小

中学校 井口 昌之 沼西中 県理 井口 昌之 沼西中

生徒指導 県理 吉野 智彰 沼西中

進 路 雲越 誠司 白沢中 書 萩原 正人 白沢中 県理 雲越 誠司 白沢中

指 導 会 県理 萩原 正人 白沢中

養 護 田村 学 利根中 荒木富美子 沼田小 書 内田 蛍 沼南中

加藤 俊子 白沢小

武井 美枝 利根中 会 鈴木 梓 利根小

事 務 荒木富美子 沼田小 小室 昌顕 沼南中 書 吉野 理恵 薄根中 森下 直樹 沼田中

職 員

小野千代子 薄根小 会 川浦 博史 沼北小 星野久実子 沼東小

給 食 内藤 麗子 川田小 根岸 浩文 沼東中 書 荒木 麻弥 沼北小 加藤 俊子 白沢小 県理 内藤 麗子 川田小

会 小林真奈美 川田小 県理 林 洋子 沼南中



- 20 -

Ⅴ 部会報告・各教科等研究部事業経過の概要

１ 国語部会

(1)研究部総会

令和元年度より紙上開催

①令和２年度事業報告並びに会計報告

②令和３年度役員選出

部 長 松井 秀幸（沼田東小）

副 部 長 阿部 忠博（池田中）

書記・会計 植木みどり（沼田東小）

監 査 星野 智子（多那小）

県理事（校長）松井 秀幸（沼田東小）

阿部 忠博（池田中）

（教諭）秋元 葉子（川田小）

髙橋 香菜（利根中）

③令和３年度事業計画・予算の審議

ア 県研究部総会

イ 県研究部事業への参加

・小国研夏季研修会(平成30年度から廃止)

・中国研夏季研修会（平成29年度から廃止）

ウ 郡市合同国語教育講演会への参加

エ 市内児童生徒図工美術書写作品展の開催

(2)県理事会

①群小国研定期理事総会

６月１６日（水）（紙面開催）

・令和３年度理事一覧名簿

・令和３年度事業計画案

・令和３年度収支予算書

・研究協議会・役員担当地区＜ローテーション＞

・令和３年度研究主題

「確かな言語能力を身に付けるための指導の工夫・改善」

②群中国研定期理事総会

５月２０日(木) （紙面開催）

・令和２年度事業報告・会計報告

・令和３年度本部役員の選出

・令和３年度事業計画・予算審議

・各郡市における今年度の研修概要等

・講話（新型コロナ感染症流行のため中止）

(3)群小国研研究協議会（新型コロナ感染症流行

のため中止・紙上発表）

１１月１２日(金) 前橋市立桃井小学校

授業公開

１年 教材名「じどう車くらべ」

授業者 今井 京子 教諭

４年 教材名「プラタナスの木」

授業者 松田 弓人 教諭

５年 教材名「たずねびと」

授業者 山口 颯人 教諭

(4)群中国研地区別授業研究会（中毛大会）

１０月２０日(水) 伊勢崎市立第四中学校

研究授業

３年 単元名「多角的に分析して書こう」

授業者 神沢明日美 教諭

(5)利根郡沼田市合同国語研究会講演会

（新型コロナ感染症流行のため中止）

１１月 未定

演題 未定

講師 河内 昭浩 群大教育学部准教授

(6)沼田市小中学生図工・美術、書写展

①合同役員・主任会 １０月７日 多那中

②展示会場 テラス沼田１Ｆ多目的ホール

③１１月１６日(火）作品搬入 15:00～

②１１月２２日(月）作品搬出 15:30～

(7)沼田市教育水準向上研究授業研究会

１１月１７日(水) 沼田小学校

３年 単元名「れいの書かれ方に気をつけて読み、それをいかして書こう」

授業者 河野 徳子 教諭

(8)第２回県理事会

・メール 小（予定） ・メール 中（予定）
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２ 社会部会

(1) 研究部総会

〇令和３年４月 紙面開催

①令和２年度事業報告及び会計報告と承認

②令和３年度の役員選出

部 長 諸田 義行（沼田北小学校）

副 部 長 根岸 浩文（沼田東中学校）

書記会計 真庭 秀樹（沼田北小学校）

会計監査 春日 大（沼田西中学校）

県 理 事（評議員）

（校 長） 諸田 義行（沼田北小学校）

根岸 浩文（沼田東中学校）

（教 諭） 小尾 浩三（利根小学校）

春日 大（沼田西中学校）

小社研県研究推進委員（令和２～４年度）

（教 諭） 河野 徳子（沼田小学校）

白石沙耶香（沼田東小学校）

③令和３年度事業計画・予算審議

④郡市合同現地研修会及び講演会は、令和２年

度から廃止。

(2) 小学校社会科研究会関係事業報告

①県小社研評議員会

・令和３年５月１４日（金）メール資料送付

・令和２年度事業報告・決算報告

・令和３年度本部役員選出

・令和３年度事業計画・予算案

②租税教室

・令和３年度はなし

③県小学校社会科授業研究大会

・令和３年１０月２７日（水）

・高崎市立新町第一小学校

⑤第４８回県小学校社会科研究協議会

・令和４年１月２７日（木）高崎市教育センター

※新型コロナウィルス感染症拡大により中止

※令和４年度提案校：沼田東小

司会校：利南東小

(3) 中学校社会科研究会関係事業報告

①第１回県中社研定例理事会

・令和３年５月２５（火） 紙面開催

・令和２年度事業並びに会計報告・監査報告

・令和３年度役員・事業計画・予算案承認

・令和４年度関ブロ中社研群馬大会に向けて

②地区別巡検研修

・令和３年度は実施しない

③関ブロ群馬大会に向けたプレ授業

・令和３年１０月２０日（水）

伊勢崎市立宮郷中学校

授業者 吉田 智行 教諭

３年公民的分野

「地方自治と私たち」

※ 紙面開催

・令和３年１１月９日（火）

東吾妻町立東吾妻中学校

授業者 剣持 智之 教諭

１年歴史的分野

「ユーラシアの動きと武士の政治の展開」

※ 紙面開催

④沼田市教育水準向上研究授業研究会

・本年度は社会科の授業なし
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３ 算数・数学部会

(1) 研究部総会（資料配付による）

○令和２年度事業報告・会計報告

○令和３年度役員選出

部 長 星野 耕史（薄根小）

副部長 井口 昌之（沼田西中）

書記・会計 小熊 瑞江（薄根小）

石田 貫太（沼田西中）

会計監査 上山 和真（沼田北小）

同 原 泰章（薄根中）

県理事(小) 星野 耕史（薄根小）

同 森下 好美（池田小）

県理事(中) 井口 昌之（沼田西中）

同 山岸 信之（多那中）

研修員(小) 青木奈津江（白沢小）

研究員(中) 古田島 茂（利根中）

○令和３年度事業予定

・郡市合同研修会（12月）

・県算数・数学研究会への参加

・群馬県数学教育研究会総会

授業公開への参加

(2) 県小学校算数部会

①理事総会（紙面開催）

○令和３年５月

・令和２年度事業報告・会計報告

・令和３年度本部役員・事務局員選出

・令和３年度事業計画・予算案審議

・令和３年度研修員集会について

②研究大会

○研究テーマ

「子どもたちが主体的・対話的に学ぶ算数

の学習」～筋道を立てて考え、表現する力

を育てる工夫～

○令和3年11月12日(金)藤岡市立藤岡第二小

・授業公開及び講演会

５年「四角形と三角形の面積」

・講演会

講師：群馬県教育委員会義務教育課

指導主事 浦野 正 先生

演題：算数教育の充実に向けた ICT の
活用について『はばプラⅡ』ICT
活用 Versionを視点に

※新型コロナウイルス感染症流行のため、

藤岡市内の算数主任のみ参加

③研修員集会

○研究テーマ「県研究大会に同じ｣

○令和３年 沼田市立薄根小

・授業公開（授業者：講師）及び講演会

※新型コロナウイルス感染症流行のため、

中止

(3) 県中学校数学部会

①理事総会（オンライン開催）

○第１回理事総会

・令和３年６月２日（水）

・令和２年度事業報告・会計報告

・令和３年度事業計画・予算計画

・令和３年度役員等の確認

・令和３年関ブロ埼玉大会について

・令和３年度の研究について

○第２回理事総会は資料配付による

②研究員による研究

○研究主題

「数学的に考える力を育成する授業の創造

～自立的・協働的な学びを通して～」

○研究中間発表会

※新型コロナウイルス感染症流行のため、

中止

○研究大会 （オンライン開催）

・令和３年１１月２４日(水)

・研究発表（各地区研究員）

・講話

「新学習指導要領の全面実施を迎えて」

群馬県教育委員会義務教育課

浦野 幸一 指導主事

(4) 群馬県数学教育研究会総会

○令和３年６月

（事務局：群大共同教育学部附属小）

※新型コロナウイルス感染症流行のため、

紙面開催

(5) 利根沼田算数・数学合同研修会

○令和３年

・講師：宇都宮大学共同教育学部

准教授 牧野 智彦 先生

※新型コロナウイルス感染症流行のため、

中止
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４ 理科部会

(1)沼田市小・中学校理科部会

① 期 日 令和３年５月

② 会 場 紙面開催

③ 内 容

ア 令和２年度事業・決算報告と承認

イ 令和３年度役員選出

部 長 雲越 誠司（白沢中）

副部長 内藤 麗子（川田小）

書 記 野上 和栄（白沢中）

会 計 野上 和栄（白沢中）

会計監査（小） 髙橋 栄一（白沢小）

会計監査（中） 鈴木 元気（沼田中）

県校長理事（小）内藤 麗子（川田小）

県校長理事（中）雲越 誠司（白沢中）

県教諭理事（小）髙橋 栄一（白沢小）

県教諭理事（中）鈴木 元気（沼田中）

ウ 事業計画

(2)群馬県理科研究会役員会

＜小学校＞

① 期 日 令和３年７月２８日（水）

② 会 場 県生涯学習センター

③ 内 容

ア 令和３年度研究大会 吾妻大会について

イ 令和６年度以降の研究大会開催地区

ウ 第６９回理科研究発表会について

エ 令和４年度関ブロ群馬大会について

オ 理科実践事例集第４１集の掲載について

＜中学校＞

① 期 日 令和３年５月２０日（木）

② 会 場 オンライン開催

③ 内 容

ア 令和２年度事業報告・会計報告

イ 令和３年度役員・事業計画・予算案審議

ウ 令和３年度研究主題・研究推進体制等

(3)郡市合同理科主任会

（今年度は実施しなかった）

(4)郡市合同理科研修会

令和２年度より廃止

(5)沼田市教科別研修会

オンラインによるＩＣＴ研修

(6)群馬県中学校理科部会授業研究会

① 期 日 令和３年１１月

② 会 場 紙面開催

③ 研究発表会

〇発表者 飯塚麻弥斗（あずま中学校）

〇研究主題 コンピュータシミュレーションを活用し、

意欲や関心を高める理科の授業づくり

〇発表者 渡邉 健斗（玉村中学校）

〇研究主題 科学分野における「単元を貫

く学習課題」の実践

(7)沼田市教育水準向上研究授業研究会

＜小学校＞

① 期 日 令和３年１１月１７日（水）

② 会 場 沼田小学校（１２名参加）

○授 業 者 町田 友香 教諭（沼田小）

○単 元 ４年「物の体積と温度」

○指導助言 冨澤 誠司 （市教委指導主事）

＜中学校＞

① 期 日 令和３年１１月１７日（水）

② 会 場 沼田中学校（９名参加）

○授 業 者 唐沢 大将 教諭（沼田中）

○単 元 １年「音の世界」

○指導助言 内田 淳 （教科指導員）

(8)第４８回群馬県小学校理科教育研究大会

① 期 日 令和３年１１月１７日（水）

② 会 場 東吾妻町立坂上小学校（紙面）

(9)第６９回群馬県理科研究発表会

① 期 日 令和３年１１月７日（水）

② 会 場 群馬大学荒牧キャンパス
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５ 音楽部会

(1) 総会 ＜中止：紙面にて＞

①令和３年度役員

部 長 荒木富美子 (沼 田 小)

副 部 長 田部井由美子 (多 那 中)

内藤 麗子 (川 田 小)

書 記 星野美由紀 (沼 田 小)

荒平 和世 (沼 北 小)

会 計 平井美千代 (沼 南 中)

会計監査 塚越由美子 (沼 西 中)

県 理 事 荒木富美子 (沼 田 小)

佐々木典子 (沼 東 小)

安藤 千雨 (沼 田 中)

群響理事 内藤 麗子 (川 田 小)

②令和３年度事業計画及び予算審議

・群響移動音楽教室

・Ａブロック研修会

・群音研「利根沼田大会」

・市小・中学校音楽発表会

(2) 県音協理事総会 ＜紙面総会＞

①令和２年度事業及び決算報告

②令和３年度役員選出

③令和３年度事業計画及び予算審議

④小管研・合唱研

⑤県小・中音楽教育研究大会について

(3) 移動音楽教室 ６月２９日（火）

会場：利根沼田文化会館 ＜中止＞

(4) Ａブロック実技研修会 ７月３０日（金）

会場：利根沼田文化会館

内容：学習指導要領の趣旨・評価を生かした

音楽科鑑賞の授業改善

講師：石川 文俊 先生

（群馬県教育委員会 義務教育課 指導主事）

「利根沼田大会」に向けた検討会を実施

(5) 移動音楽教室運営協議会 ９月 １日（水）

会場：群馬県庁

(6) 郡市音楽主任会 ＜中止＞

会場：利根沼田振興局

①令和３年度市音楽発表会について

②令和３年度移動音楽教室について

・県運営協議会報告

③令和３年度県小・中学校音楽研究会について

(7) 沼田市小中学校音楽発表会 ＜中止＞

期日：１１月１１日（木）

会場：利根沼田文化会館

(8) 群馬県小・中学校音楽教育研究会
「利根沼田大会」

大会主題「心ふれあう 豊かなひびき」

～ 鑑賞領域において、他者と協働しながら、

音楽のよさや美しさを見いだす活動を通して～

○川場小会場 12/ 2 (木) 星野なな子教諭

小学校３年「曲のかんじを生かそう」

中部教育事務所 織田 見幸 指導主事

利根郡 小学校音楽主任参観

○沼田北小会場 11/19 (金)荒平 和世教諭

小学校５年「詩と音楽の関わりを味わおう」

義務教育課 石川 文俊 指導主事

沼田市 小学校音楽主任参観

○沼田南中会場 11/19 (金)平井美千代教諭
中学校２年「曲の構成の違いを味わおう」

西部教育事務所 長井のり子 指導主事

利根郡・沼田市 中学校音楽主任参観



- 25 -

６ 図画工作・美術部会

(1) 教育研究会図工美術部会（C4ｔｈ）

① 令和３年度役員選出

部 長 田部井由美子（多那中）

副 部 長 小野里 慶博（利根小）

書記・会計 福 島 栄 典（多那中）

会 計 監 査 千 明 春 香（多那小)

会 計 監 査 松 井 みづ穂（利南東小）

県常任理事 田部井由美子（多那中）

小野里 慶博（利根小）

県 評 議 員 井 田 さやか（池田小）

男 沢 紗 代（沼田南中）

② 令和３年度事業計画及び予算審議

・群馬県造形美術教育研究会について

・郡市合同夏季実技研修会について

・第60回関東甲信越静地区造形教育

研究大会 静岡大会について

・沼田市小中学校図工美術・書写展について

・図工美術・国語部会合同役員会及び主

任会について

・各種ポスターコンクール審査の協力について

（よい歯のコンクール、選挙ポスターコンクール、

環境ポスターコンクール、読書感想画コンクール、

沼田の風景画コンクール、

東部消防署防火ポスターコンクール）

・今年度予算について

(2）第57回群馬県造形美術教育研究会夏季研修会

（新型コロナウィルス感染症流行のため中止）

(3）令和３年度郡市合同夏季実技研修会

（新型コロナウィルス感染症流行のため中止）

(4) 第60回関東甲信越静地区造形教育研究大会

静岡大会（オンデマンド開催）

①期 日 令和３年１１月１８日（木）

～１２月２日（木）

②テーマ

「ときめき かかわり 未来へつなぐ造形」

～自分の思いをもとに 豊かに表現する個～

③全体会 基調提案 大会宣言 等

④記念講演

＜演題＞「図工・美術における深い学び」

＜講演者＞ 岡田 京子 様

東京家政大学家政学部造形表現学科教授

⑤分科会（第４分科会Ａ 動画にて提案）

提案者 南雲 優人 教諭（白沢中）

助言者 川端 郁男 教頭（月夜野北小）

司会者 福島 栄典 教諭（多那中）

(5) 図工美術部会・国語部会合同役員会及び主任会

①期 日 令和３年１０月７日（木）

②会 場 沼田市立多那中学校 体育館

③内 容

第67回図工美術・書写展について

・開催要項について

・作品の搬入と会場準備について

・作品展示配置について

(6) 第67回小中学校図工美術・書写展

①期 日 令和３年１１月１６日（火）

～２２日（月）

②会 場 テラス沼田 １F多目的ルーム

③搬 入 令和３年１１月１５日（月）

④搬 出 令和３年１１月２２日（月）

⑤出品数 小学校図工作品 １９７点

中学校美術作品 １０６点
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７．体育・保健体育部会

《小学校の部》

(1) 令和３年度沼田市小中学校教育研究会

※小学校体育研究会（体育部会）

①期 日 令和３年４月２１

②会 場 テラス沼田４０１防災会議室

③内 容

・令和２年度 事業・決算・監査報告

・令和３年度 役員の選出と組織編成

部長(県理事) 樋口 徹(利南東小)

副部長 倉品 健(升 形 小)

書記・会計 佐伯 悠(利南東小)

監 査 吉野 康弘(白 沢 小)

県評議員(陸上) 石田 真規(利 根 小)

(水泳) 深津 美帆(沼 北 小)

(情報) 関上さくら(川 田 小)

(研修) 佐藤 有紗(薄 根 小)

各部の人数

(陸上4、水泳4、情報1、研修1)

・令和３年度 事業計画と予算について

(2) 県理事会議

5/13・7/6・2/2 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

(3) 県小体研体育学習研修会 7/28 ぐんま武道館

県小体研からオンライン配信(ﾀﾞﾝｽづくり)

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

以下の(4)～(8)は中止とした。

(4) 沼田市小学校水泳記録会 7/29 市民ﾌﾟｰﾙ

(5) 県水泳教室記録会 8/6 敷島公園水泳場

(6) 体育実技講習会 8/23 (7/28にｵﾝﾗｲﾝ参加)

(7) 郡市陸上記録会 10/6 沼田市陸上競技場

(8) 県陸上教室記録会 10/28 正田醤油ｽﾀｼﾞｱﾑ

(9) 県学校体育研究発表会 11/4 総教ｾﾝﾀｰ

(10)群馬県小学校陸上三種競技チャレンジ

昨年度と同様に県小体研で実施

(11)市体育主任会の期日と主な内容

① 4/21 本年度の組織づくり

② 10月～12月 県の小学校陸上三種競技チャレ

ンジに市内全小学校で協力・実施

③ 2/15 本年度の反省と次年度の計画

《中学校の部》

(1) 市関係

① 令和３年度沼田市小中学校教育研究会

ア、紙上報告

イ、内容

・令和２年事業・決算・監査報告

・令和３年度役員選出・組織編制

部 長 小室 昌顕 (沼南中)

副 部 長 角田 聡 (白沢中)

〃 篠崎 真理 (沼田中)

書記・会計 綿貫 諒太 (沼南中)

会 計 監 査 小渕 誠 (薄根中)

県 理 事 小室 昌顕 (沼南中)

〃 田村 健介 (沼田中)

女 子 委 員 ※Ｒ２より休止

・令和３年度度事業計画・予算案確認等

(2)県関係

① 中学校保健体育研究会総会 5/31(月)書面評決

・令和２年度事業・決算・監査報告

・令和３年度役員選出・事業計画・予算

② 体育指導者講習会 中止

③ ブロック別授業研究会 10/13(水)

藤岡市立西中学校 オンライン開催

・公開授業「器械運動（マット運動）」

・授業者 高岩 徹 教諭

④ 学校体育研究発表会 11/4 総合教育ｾﾝﾀｰ

・全体会研究発表「一人一人の能力や特性に応じた学びの実現」

高山村立高山小学校 鈴木輝也教諭

・中学校部会別研究発表会

前橋：桂萱中 高坂昌宏教諭

藤岡：西中 高岩 徹教諭

板倉：板倉中 松本健二教諭
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８ 沼田市中学校体育連盟

(1) 令和３年度役員組織

会 長 雲越 誠司（白沢中）

理事長 角田 聡 事務局員 角田 聡（白沢中）

評議員 木榑 一秀(沼田中) 小室 昌顕(沼南中）

井口 昌之(沼西中) 根岸 浩文(沼東中)

阿部 忠博(池田中) 小渕 誠(薄根中)

田村 学(利根中) 田部井由美子(多那中)

(2) 理事会及び各種会議

４月 ８日(木) 評議員・常任理事会（白沢中）

５月１２日(水) 理事会（沼田中）

９月２４日(金) 駅伝運営会議(白沢中)

３月 １日(火) 年度末総会(沼田中)

(3) 沼田市・群馬県・関東・全国大会成績

①沼田市春季大会 ４月１７日～２９日

（団体優勝校及び県大会出場権獲得校のみ）

・野球 (沼西中)

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ (沼田･薄根合同)

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 男(沼田中･白沢中)女(白沢中)

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ (薄根中)

・ｿﾌﾄﾃﾆｽ 男(沼西中)女(沼田中)

・卓球 男(沼田中･沼西中)女(沼田中)

・サッカー (沼田中)

・柔道 男(沼田中)女(利根中･沼田中)

・剣道 男(白沢中･沼東中･池田中）

女(白沢中･沼田中)

②群馬県春季大会 ６月５日～１３日

新型コロナ感染症流行のため中止

③沼田市陸上競技大会 ５月２９日

新型コロナ感染症流行のため中止

④沼田市総合体育大会 ７月３日～１１日

（団体優勝校及び県大会出場校のみ）

・野球 (池田･利根･薄根合同)

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ (沼田･薄根合同)

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 男(沼田中･白沢中)女(白沢中)

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ (薄根中)

・ｿﾌﾄﾃﾆｽ 男(沼田中)女(多那中)

・卓球 男(沼田中･沼東中)女(沼田中)

・サッカー (沼田中)

・柔道 男(沼田中)女(利根中･沼田中)

・剣道 男(白沢中･沼東中)女(薄根中)

⑤群馬県総合体育大会 ７月２３日～８月１日

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ男 【優勝】沼田中(全国大会出場)

・卓球男 【優勝】沼田中(関東大会出場)

・卓球女 【ﾍﾞｽﾄ８】沼田中

・剣道男 【ﾍﾞｽﾄ８】白沢中

⑥関東大会 ８月６日～１０日（関東各地）

・卓球男 【ﾍﾞｽﾄ８】沼田中

⑦全国大会 ８月１７日～２６日（関東各地）

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ男 【ﾍﾞｽﾄ16】沼田中

⑧沼田市駅伝競走大会 １０月６日

・男子【優勝】沼南中 【準優勝】沼田中

・女子【優勝】白沢中 【準優勝】沼南中

⑨群馬県中学校駅伝競走大会 １１月１３日

・男子【２８位】沼南中 【３５位】沼田中

・女子【 ７位】白沢中 【３９位】沼南中

⑩沼田市新人大会 １０月３０日～１２月５日

（団体優勝校のみ）

・野球 (沼田東･白沢合同)

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ (沼田･薄根合同)

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 男(白沢中)女(白沢中)

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ (沼西中)

・ｿﾌﾄﾃﾆｽ 男(沼田中)女(沼田中)

・卓球 男(沼田中)女(沼田中)

・サッカー (沼田中)

・柔道 男(沼田中)女(沼田中)

・剣道 男(白沢中)女(白沢中)

※県大会の中止が早々と発表されたため、開催

時期を遅らせ、市独自の大会として実施

⑪群馬県新人大会 ９月１１日～１１月６日

新型コロナ感染症流行のため中止

⑫県総体スキー大会 １月１０日～１２日

鹿沢スノーエリア（アルペン）で開催

⑬全国スキー大会(長野県) ２月１日～４日

野沢温泉スキー場（アルペン）で開催

⑭県新人スキー大会 ２月２３日～２４日

宝台樹スキー場（アルペン）で開催

新型コロナ感染症流行のため中止
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９ 小学校家庭科部会

(1) 小学校家庭科部会総会

・期日 令和３年４月２２日（木）

・会場 令和２年度から紙上開催

①令和２年度事業並びに会計決算報告

②令和２年度監査報告

③令和３年度役員選出

部 長 松井 秀幸（沼東小）

副 部 長 浅香みず穂（利根小）

書記・会計 白石沙耶香（沼東小）

会計 監査 鈴木 幸子（池田小）

県理事（校長）松井 秀幸（沼東小）

〃 （教諭）浅香みず穂（利根小）

④令和３年度事業計画・予算案審議

⑤県小家研の事業及び研修について

(2) 県小学校家庭科教育研究会本部役員研修会

（新型コロナ感染症流行のため中止 紙上開催）

・期日 令和３年８月１７日（火）

・会場 高崎市立矢中小学校

①本部役員会確認

②令和３年度事業計画

③令和３年度予算案

④理事研修会準備（データ送信準備）

⑤令和４年度関ブロ

(3)県小学校家庭科教育研究会本部役員会･理事研修会

・８月下旬（データ送信による紙上開催）

＜本部役員会＞

１ 県大会について

２ 関ブロ群馬大会について

３ その他

＜理事研修会＞

①令和３年度事業報告並びに決算報告

②本部役員承認

③令和３年度事業計画並びに予算案

④令和４年度関ブロ計画

(4) 群馬県小学校家庭科教育研究発表大会

（新型コロナ感染症流行のため紙面発表）

・会場 邑楽郡

・研究主題 「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育」

・研究内容をＨＰに掲載

(5) 関甲信小学校家庭科教育研究会埼玉大会
・期日 令和３年１１月３０日（火）

・会場 埼玉県新座市市民会館

（映像による授業公開）

・大会主題「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育」

・研究主題「学びをつなぎ、家庭生活をよりよくしようと工夫し実践する児童の育成」

・全体会・記念講演

文科省教科調査官 丸山 早苗 先生

(6)全国小学校家庭科教育研究会 宮城大会

・期日 令和３年１０月２２日（金）

・会場 トークネットホール仙台 他

（参加形態：会場参加､ｵﾝﾗｲﾝ参加､資料参加のいずれか）

・大会主題「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育」

・全体指導：文科省教科調査官 丸山 早苗先生

(7)令和４年度関ブロ群馬大会に係る理事校長会
・授業校 富岡市立富岡小学校

・大会主題「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育」

・研究主題 「自らの生活を見つめ、生活をよりよくしようと工夫し実践できる児童の育成」

・期日 令和４年１１月２５日（金）

・会場 高崎シティギャラリー コアホール

・方法 オンラインによる生配信

・記念講演 文科省教科調査官 丸山 早苗 先生

・映像による公開授業

５年 題材名「ものを活かして住みやすく」 内容 Ｂ（６）Ｃ（２）

６年 題材名「まかせてね 今日の食事」 内容 Ｂ（３）Ｃ（２）

(8)県小学校家庭科教育研究会本部役員会･理事研修会

・期日 令和３年２月２４日（木）

・会場 前橋教育総合プラザ

①令和３年度諸事業のまとめ

②令和４年度諸計画準備

③関ブロ群馬大会について 他

④その他
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１０ 中学校技術・家庭部会

(1) 研究部総会

紙上開催

①令和２年度事業報告・会計報告

②令和３年度役員選出

部 長 木榑 一秀（沼田中）

副 部 長 下飯 英樹（薄根中）

山田 美穂（沼田中）

書 記 瀧澤 裕志（沼田中）

会 計 予算なし

会計監査 予算なし

県 理 事 木榑 一秀（沼田中）

県 幹 事 瀧澤 裕志（沼田中）

中島美保子（薄根中）

③令和３年度事業計画

※利根郡沼田市合同による事業推進

ア 研究部総会（紙上開催）

イ 県定期総会・県理事幹事会（紙上開催）

ウ 郡市合同夏期技術科研修会

エ 沼田市教科別研修会

(2) 県中学校技術・家庭科部会定期総会

紙上開催

①令和２年度事業報告・決算報告

②令和３年度組織・事業・予算審議

③関ブロ大会東京大会参加について

④その他 ・全国大会・地区大会について

(3) 郡市合同夏期技術科研修会

研修会を実施せず

○技術科 個人研修とする

○家庭科 個人研修とする

(4) 市発明くふう展審査

９月１７日（水）テラス沼田

審査員：瀧澤裕志（沼田中）

(5) 県中学校技術・家庭科部会及び研修会

今年度は、定期総会と同時に紙面開催

・研究主題

「学んだ知識や技術を主体的に活用し、

豊かな生活を創造する生徒の育成」

(6) 全国中学生ものづくり教育フェア群馬県大会

①あなたのためのおべんとうコンクール 中止

②木工チャレンジコンテスト 中止

③豊かな生活を創るアイディアバッグ作品審査

１１月９日（火） 県総合教育センター

④生徒作品コンクール部門作品審査

１１月９日（火） 県総合教育センター

(7)ブロック別授業研究会 西毛地区

(8) 関ブロ東京大会

１１月１１日（木）・１２日（金）

オンライン開催

(9) 第２１全国中学生創造ものづくり教育フェア

令和４年１月２１日（土）・２２日（日）

※ズーム、ビデオ、写真等による審査で実施

(10)中学校技術・家庭科部会 臨時理事会

１０月６日（水） ズーム開催

令和５年度関ブロ群馬大会（案）について

①実行委員会、会則（案）について

②開催日、開催地について

③大会実行委員会運営組織について

④準備スケジュールについて

(11)北毛地区担当者会議

１１月１１日（木） ズーム開催

・関ブロ授業者、発表者について

(12)関ブロ群馬大会第１回実行委員会・研究部会

１１月２４日（水） 青少年会館
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１１ 小学校英語部会

(1) 小学校英語部会総会
・期日 令和３年４月

・紙上開催

①市小学校英語部会組織編成について

部 長 渡辺 元子 （池田小）

副 部 長 竹内 康祐 （多那小）

書 記 安中 美緒 （池田小）

会 計 安中 美緒 （池田小）

会計監査 小熊 一洋 （沼田小）

県 理 事 渡辺 元子 （池田小）

竹内 康祐 （多那小）

②令和２年度 事業報告・会計報告並びに

監査報告

③令和３年度 事業計画について

(2) 小学校英語部会理事総会
・期日 令和３年６月

・紙上開催及び意見交換

①令和２年度役員等名簿、事業報告

②令和２年度収支決算書、会計報告

③令和３年度役員等名簿、事業計画案

④令和３年度収支予算書案

⑤令和３年度小学校英語部会

地区代表理事名簿

⑥小学校英語部会 会則

⑦役員ローテーションについて

⑧令和３年度研究協議会

東毛ブロック邑楽・館林大会について

・紙面により意見交換がなされ上記③④につい

て承認済み

(3) 県小学校英語部会理事会
・期日 令和４年３月上旬

・紙上開催

①今年度のまとめと次年度の予定

②諸連絡等

(4)研修会
・期日 令和４年３月２日（水）15:00～ 15:50
・Googlemeetを活用したオンライン開催
・講話：小学校英語教育の現状と課題について

・講師：群馬県教育委員会義務教育課

田村 強 指導主事

(5)その他
本教育活動との関連の深い英語活動

①県小学校英語部会研究協議会

東毛ブロック邑楽・館林大会

・期日 令和３年１２月～令和４年２月

・場所 館林市立第七小学校

・発表内容

ア．館林市立第七小学校の取組について

研修主任 大澤 聡 教諭

イ．公開授業

６年１組

栗原 美和 教諭（兼務）

ALT ｹﾞｰﾙﾝ･ﾆｭｰﾊ

⭕ 単元名 ：Unit 6 「I enjoyed school.」
（Blue Sky elementary 6）

⭕ ねらい ：教師による小学校一番の思い

出の紹介を聞いたり試しの活

動を行ったりすることを通し

て、単元の課題の見通しをも

てるようにする。

ウ．令和３年度館林市の取組

館林市教育委員会

⭕ 館林市英語教育推進プロジェクトについて

⭕ 館林版「英語村」プロジェクトについて

※公開授業については一般公開はなし

令和３年１２月～令和４年２月

群馬県小学校中学校教育研究会ホームページ

上にて公開

①１／８時間目、②２／８時間目の２授業を

公開
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１２ 英語部会

(1) 研究部総会

４月 紙面上開催

①令和２年度事業報告並びに会計報告

②令和３年度役員選出

部長 木榑 一秀 （沼田中）

副部長 渡辺 元子 （池田小）

書記会計 福島 美由紀 （沼田中）

会計監査 深井 優介 （沼田中）

県理事 （校長） 木榑 一秀 （沼田中）

（教諭） 林 洋子 （沼南中）

研究員 福島 美由紀 （沼田中）

③令和３年度事業計画並びに予算案作成

(2) 第１回英語主任会臨時開催

６月９日（水） 於：沼田中学校

・スペリングコンテストの実施について

→結果処理日を設けず、各学校の採点で

・今年度の市英語スピーチコンテストについて

→今年度は３年生のみの参加で密を避ける

(3) スペリングコンテスト

第２回英語主任会

８月３日（火） 於：沼田中学校

①問題作成検討会

②問題原案作成当番校

１学年 沼田東中学校

２学年 沼田南中学校

３学年 沼田西中学校

③出題範囲

１年 New Horizon English 1(Hi.English~Unit6)

Sunshine1(Program1~6)月名を除く

２年 New Horizon English 1(Unit7~Let'sRead)

Sunshine1(Program7~11)

Sunshine2(Program1~3)

３年 New Horizon English 2(Unit3~Let'sRead)

New Horizon English 3(Unit0~Let'sRead)

Sunshine2(Program4~Reading3)

Sunshine2(Program1~Reading1)過去形・過去分詞

④コンテスト実施日 １１月 ８日（月）

⑤入賞者総数： ３２４名

（内訳）１年－ ４８名

２年－ １４４名

３年－ １３２名

(4) スピーチコンテスト

①実施要項、係分担等の検討 ８月３日（火）

於 沼田中学校

②スピーチコンテスト ９月１６日（木）

コロナ感染予防のため、３年生のみビデオ審査

・審査員

角田 厚先生（沼田市教委指導主事）

Phillip Yawata先生（沼田女子高校 ALT）

・出場者 ３年－１５名（個人出場）

・入賞（県中学校英語弁論大会に出場）

１位 （沼田中） 井上 愛椛

２位 （沼田南中） 植田 麻斗

３位 （沼田西中） 新木 沙季

(5) 県理事総会 ６月８日(火)オンライン開催

①令和２年度行事報告・会計報告

②令和３年度中英研事業について

③令和３年度予算案について

④令和３年度県英語弁論大会について

⑤令和３年度関ブロ茨城大会について

１１月１２日（金）オンライン開催

福島 美由紀（沼田中）が参加

⑥令和４年度関ブロ群馬大会について

(6) 県理事総会： ２月

①令和３年度行事報告

②令和４年度行事計画

③群馬県英語弁論大会について

④第４６回関ブロ英語群馬大会について
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１３ 道徳部会（小中合同）

(1) 研究部総会（紙面）
○令和２年度事業報告等

○令和３年度役員選出

部長 田村 学（利根中）

副部長 入澤 浩史（白沢小）

書記・会計 井上 幸大（利根中）

会計監査 角田 順子（川田小）

会計監査 内田 淳（沼田南中）

県理事（校長）田村 学（利根中）

県理事（校長）入澤 浩史（白沢小）

県理事(教諭)･研究員 細谷 龍男（多那中）

○令和３年度の事業計画

・県小中学校道徳部会理事総会

・県小中学校道徳教育研究協議会

・利根沼田合同道徳教育研修会（廃止）

・関東小中学校道徳教育研究大会への参加

・令和３年度小学校関ブロ群馬大会について

・令和４年度中学校関ブロ群馬大会について

(2) 県小学校道徳部会理事総会①
５月１９日（水）：県生涯学習センター

○令和２年度事業報告並びに決算報告

○令和３年度役員選出・事業・予算決定

○令和３年度関ブロ群馬大会実行委員会

(3) 県小学校道徳教育研究大会・関ブロ群馬
大会（紙面開催）

１１月３０日(火)：高崎市立堤ヶ岡小学校

○内容

・実践事例・指導案 大会研究紀要配布

・公開授業(動画HP) 高崎市立八幡小学校

・講演会 講師 文部科学省教科調査官

浅見 哲也先生 寄稿

(4) 県小学校道徳部会理事総会②
３月９日（水）：県生涯学習センター

○今年度の事業報告及び次年度事業計画等

○令和４年度県大会 渋川市立三原田小学校

○令和４年度関ブロ埼玉大会発表

前橋市立城東小学校

○令和５年度全国北海道大会発表

高崎市立八幡小学校

(5) 県中学校道徳部会理事会①
紙面開催 ６月実施

○令和２年度事業報告及び決算報告

○令和３年度役員選出

○令和３年度事業案・予算案審議

○｢群馬の道徳教育｣(第55集)について

○関甲信中学校道徳研究大会について

第３分科会「道徳科における評価の工夫」

提案者 邑楽町立長柄小学校

和田 圭輔 教諭

(6) 県中学校道徳部会総会・研究大会
紙面開催 ８月実施

○総会

・令和３年度組織編成

・令和２年度事業実績

・令和２年度収支決算

・令和３年度事業計画及び予算案

(7) 県中学校道徳部会理事会②
期日：１１月１０日（水）

会場：県生涯学習センター

令和４年度関ブロ群馬大会について

(8) 全国中学校道徳研究大会沖縄大会
オンライン開催

期日：１１月１１日（木）～１２日（金）

会場：那覇市立首里中学校

(9) 県中学校道徳部会地区別研究会
期日：１１月１７日（水）北毛地区 沼田

会場：沼田市立沼田中学校

(10)県中学校道徳部会理事会③
期日：１月１９日（水）

会場：県生涯学習センター

令和４年度関ブロ群馬大会 準備計画等

(11)県中学校道徳部会理事会④
期日：３月１７日（木）

会場：県生涯学習センター

○令和３年度事業報告及び次年度事業計画等

○令和４年度関東甲信越中学校道徳研究大会

群馬大会【北毛地区】沼田市立沼田中学校
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１４ 特別活動部会

(1) 小学校

①市研究部会総会・・・業務改善により実施せず

・令和３年度 市研究部組織

部 長 諸田 義行（沼北小）

副 部 長 藤井 剛史（沼北小）

書記・会計 藤井 剛史（沼北小）

監 査 石田 真規（利根小）

－県理事－

（校長） 諸田 義行（沼北小）

（教諭） 林 さとみ（利南東小）

②県小学校特別活動部会

ア 令和４年度関ブロ群馬大会第１回実行委員会

令和３年８月６日（金）

高崎市総合福祉センター

○令和３年度県小学校特別活動部会について

・理事及び役員確認

・令和３年度キャリア教育研究大会

小特 館林市立第十六小学校

中特 館林市立多々良中学校

中進 みどり市立笠懸中学校

※各校で発表を録画して配信する

○令和４年度関ブロ群馬大会について

・大会実行委員組織について

・各部の活動の内容について

・研究テーマ

「子どものよさや可能性を伸ばし、確かな資質

・能力を育む特別活動」

イ 令和４年度関ブロ群馬大会第２回実行委員会

令和３年９月２８日（火）

高崎市民活動センター

・大会日程 令和４年８月２４日（水）

・大会会場 Ｇメッセ

・各部からの準備に係る進捗状況及び検討事項

ウ 令和４年度関ブロ群馬大会第３回実行委員会

令和４年１月１４日（木）

高崎市総合福祉センター

・全国特別活動研究大会冬季一日研究会報告

・各部からの準備に係る活動系活及び進捗状況

(2) 中学校

①市研究部会総会・・・業務改善により実施せず

・令和３年度 市研究部組織

部 長 根岸 浩文 （沼田東中）

副 部 長 林 拓磨 （池田中）

書記・会計 南雲 祐樹 （沼田東中）

会 計 監 査 小野 貴大 （薄根中)

－県理事－

（校長） 根岸 浩文 （沼田東中）

（教諭） 南雲 祐樹 （沼田東中）

②県中学校特別活動部会

ア 第１回役員会・理事総会

業務改善により紙面開催

・令和２年度事業並びに収支決算報告等

・令和３年度役員選出、事業計画・予算案等

イ 県キャリア教育研究大会 動画配信での実施

・実践発表 中特部会 館林市立多々良中学校

・講演会 筑波大学 藤田 晃之 教授

ウ 第２回役員会並びに第２回理事会

業務改善により紙面開催
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１５ 生活・総合的な学習部会

(1) 令和３年度 組織編成

部 長 小渕 誠（薄根中）

副 部 長 森下 和樹（升形小）

書 記 小林 春奈（薄根中）

会 計 小林 春奈（薄根中）

監 査 加藤 美恵（沼田小）

〃 西本 一崇（池田中）

県理事小校長 森下 和樹（升形小）

県理事小教諭 金井みち代（多那小）

県理事中校長 小渕 誠（薄根中）

県理事中教諭 田邉 真司（沼南中）

(2) 第１回県中学校総合的な学習部会理事総会

○令和３年６月 メール配信での紙面開催

・令和３年度役員等及び事業計画

・令和３年度地区理事

・令和３年度の研究活動

(3) 第１回県小学校生活科・総合的な学習部会

理事総会・関ブロ群馬大会実行委員会

○令和３年６月２９日(火)生涯学習センター

・令和２年度事業報告・会計報告

・令和３年度本部役員

・令和３年度事業計画案及び予算案

・令和３年度県研究協議会

・令和５年度関ブロ群馬大会

(4) 第２回小学校生活科・総合的な学習関ブロ

群馬大会実行委員会

○令和３年９月８日（水）生涯学習センター

(5) 第１１回県小学校生活科・総合的な学習研究

協議会

① 期日 令和３年１１月２６日（金）

② 会場 高崎市立吉井小学校

③ 研修主題 「主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善」

④ 公開授業

２年 生活「もっとなかよし まちたんけん」

５年 総合「広げよう 伝えよう 多胡碑の魅力」

⑤ 授業研究会・全体会

(6) 県中学校総合的な学習部会地区別研究大会

○令和３年１１月 中止

・今年度は北毛（利根）が担当であったが、

新型コロナウイルス感染症対策のため行わ

なかった。今後、実施方法や廃止も含めて

検討する。

(7) 県中学校総合的な学習部会研究紀要の

Web公開

○令和３年１２月 Web公開なし

・公開のために新たな実践を行わずに、可能

な範囲でWeb公開する。

(8) 第３回小学校生活科・総合的な学習関ブロ

群馬大会実行委員会

○令和３年１２月７日（火）生涯学習センター

(9) 県中学校総合的な学習部会

○令和４年１月 会計監査

(10) 第２回県小学校生活科・総合的な学習部会

理事総会・第４回関ブロ群馬大会実行委員会

○令和４年２月中旬 生涯学習センター

・令和３年度事業報告・会計報告

・令和４年度事業計画

・令和５年度関ブロ群馬大会

(11) 第２回県中学校総合的な学習部会理事総会

○令和４年２月 メール配信での紙面開催

・令和３年度活動概要及び会計・監査報告

・令和４年度役員の選出

・令和４年度理事総会、研究大会、研究紀要

の作成

・部会長及び事務局の業務
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１６ 人権教育部会

人権教育部会は、利根郡小中学校教育研究会人

権教育部会と合同で研究推進にあたっている。

(1)【役員組織】

会 長 星野 耕史（薄 根 小）

副 部 長 阿部かおる（水 上 小）

阿部 忠博（池 田 中）

登坂 一彦（昭 和 中）

書記会計 浅見 敏子（薄 根 小）

常任理事 （郡市より小中各２名）

沼 田 浅見 敏子（薄 根 小）

金子 真人 (池 田 中）

利 根 平田 加代（水 上 小）

静野 一輝（昭 和 中）

県 理 事 星野 耕史 (薄 根 小）

（校長）阿部かおる（水 上 小）

阿部 忠博（池 田 中）

登坂 一彦（昭 和 中）

県 理 事 浅見 敏子（薄 根 小）

（教諭）金子 真人 (池 田 中）

平田 加代（水 上 小）

静野 一輝（昭 和 中）

(2) 群馬県小学校中学校教育研究会人権教育部会

【理事総会】

新型コロナウイルス感染症対応のため中止

（紙面による理事総会となる）

①期 日 令和３年５月１９日（水）

②会 場 紙上開催

③内 容

ア 令和２年度事業・決算・監査報告

イ 令和３年度本部役員選出・承認

ウ 令和３年度事業・予算の審議と承認

④その他

・夏季研修会について等

(3) 群馬県人権教育研修会

①期 日 令和３年８月５日（木）

②会 場 伊勢崎市民プラザ ホール

○人権講話「人権問題の現状と課題」

講師 前橋地方法務局人権擁護課長

○人権教育講話「群馬県の人権教育すいしん

について」

講師 県教委義務教育課係長

○実践発表 太田市立生品小学校

昭和村立昭和中学校

新型コロナウイルス感染症対応のため中止

(4) 地区別人権教育研究協議会

新型コロナウイルス感染防止のため利根郡小

中学校教職員のみの参加により開催

①期 日 令和３年１２月７日（火）

②会 場 川場村立川場小学校

③内 容

○ 公開授業

３年 道徳科 石井 華恵 教諭

○ 全体会

ビデオ公開授業 2年道徳科 6年道徳科

説明①「本校の人権教育の取組について」

研修主任 岡田 慎史 教諭

○ 授業研究会指導助言

３年 道徳科 利根教育事務所

指導助言 関谷 良子 指導主事
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１７ 情報教育部会

(1) 組織編成・事業計画等（紙面にて）
○内 容

ア 令和２年度事業及び会計報告

イ 令和３年度役員選出

部 長 井口 昌之（沼田西中）

副 部 長 小野里慶博（利 根 小）

書記・会計 石田 貫太（沼田西中）

会 計 監 査 宇木 知哉（沼田南中）

会 計 監 査 庭野 隆（沼 田 小）

県常任理事 井口 昌之（沼田西中）

県 理 事 亀山 秀治（利 根 小）

ウ 令和３年度事業計画

・県情報教育部会理事総会 ５月

・ＮＨＫ放送コンテスト(CD審査) ７月

・郡市合同情報教育夏期研修会 ８月

・県学校情報研究会（中毛地区） １１月

(2) 県情報教育部会理事総会（紙面にて）
①期 日 令和３年５月２８日（金）

②内 容

ア 令和２年度事業報告・会計報告の承認

イ 令和３年度役員選出、事務局の委嘱

ウ 令和３年度事業計画審議・承認

エ 令和３年度予算審議・承認

オ その他

(3) 郡市合同情報教育夏期研修会（オンライン）
①期 日 令和３年８月５日（木）

②会 場 沼田市立沼田西中学校

③参加者 沼田市・利根郡情報教育主任等

２９名（沼田市は１３名）

④内 容

ア 「一人一台端末の効果的な使い方」

イ 講師 沼田市立沼田西中学校 平形隆正 教頭

株式会社ＥＤＵＣＯＭ 鍵本優紀 様

ウ 研修会で扱った基本操作等

・Googl Classroom と LoiLoノート研修
ノートの作り方、資料箱の使い方

提出箱の取り扱い、質疑応答

(4) ＮＨＫ放送コンテスト
○ＮＨＫ前橋放送局にてＣＤ録音による審査

（沼田市からの参加はなし）

(5) 県学校情報研究会（中毛地区）
＜前橋市立桃瀬小学校の発表＞

① 期 日 令和３年１０月～１２月

② 研究テーマ

「新しい授業のカタチ～ＩＣＴを効果的に

活用した主体的・対話的・協働的な学び

の実現～」

③ 授業公開（オンライン）

１０月：３年国語 井上教諭、１年国語 日下部教諭、特支自立 中島・小林教諭、

３年道徳 立川教諭、１年生活 石田教諭

１１月：６年家庭 石井教諭、１年国語 宮下教諭、４年算数 小林教諭

２年体育 星野教諭、５年音楽 飯塚教諭、６年体育 神山教諭

２年体育 樋口教諭

１２月：５年英語 長谷川教諭、５年算数 黒岩教諭

＜前橋市立桂萱中学校の発表＞

① 期 日 令和３年１０月１５日（金）

② 研究テーマ

「授業における学習道具の一つとしてのタ

ブレット端末活用の取組」

③ 授業公開（オンライン）

・高坂 昌宏 教諭 ２年：保体（体育理論）

④ 指導講評

・織田 指導主事（中部教育事務所）

(6) 関東甲信越放送・視聴覚教育研究大会埼玉大会
①期 日 令和３年１１月１２日（金）

②協力校 蓮田市立黒浜西小学校

蓮田市立黒浜中学校

埼玉県立蓮田松韻高等学校 他

※新型コロナウイルス感染症流行のた

め、現地開催中止、オンライン開催

③大会主題

「心豊かに、自ら学び、主体的に活動する力を育

む教育メディアの活用を目指して」

～楽しく学ぶ、進んで学ぶ、互いに学ぶ～
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１８ 図書館部会

(1) 市教育研究会図書館部会（資料配付による）

① 令和２年度事業報告並びに会計報告承認

② 令和３年度組織編成

・部 長 渡辺 元子（池田小）

・副 部 長 小渕 誠（薄根中）

・書記・会計 宮﨑 真（池田小）

・会 計 監 査 千明 春香 (多那小)

・県 研 究 員 椎名 美香（白沢小）

髙橋 宏輔（沼田西中）

・読書感想文 関谷ゆかり（沼田小）

県審査員 石井千恵美（沼田東小）

桒原 志乃（白沢中）

・市図書館利用 植木みどり（沼田東小）

者の会委員 髙橋 宏輔（沼田西中）

③令和３年度事業計画及び予算案審議

(2) 市小中学校図書主任会（15:30～テラス沼田）

第１回：6/ 4(金) 書面開催

・読書感想文コンクールについて

第２回：9/ 9(木)・各校にて審査作業

・読書感想文コンクール各校審査

第３回：9/29(水)・書面審査

・感想文審査（入賞作品、市代表作品

の決定）

・読書感想画コンクールについて

第４回：1 /13(木)・感想画審査（入賞作品、

市代表の決定）・次年度役員の確認等

(3) 県・関東ブロ（茨城大会）関係

① 県小中学校教育研究会学校図書館部会総会

〈５月下旬 書面開催〉

・令和２年度事業並びに決算・監査報告

・令和３年度事業並びに予算案審議

② 第36回関東地区学校図書館研究大会

茨城大会（ Ｗｅｂ開催）

『多様な学びで 「生きる力」を育成する 学校図書館』

〈８月１８日（水）～２４日（火）〉

(4) コンクール関係

※自：自由読書(図書) 課：課題読書 指：指定図書

｢ ｣：図書名（感想文）、題名（感想画）

① 読書感想文コンクール県審査出品作品

〈小学校低学年〉

自：「虫ガールほんとうにあったおはなし」を読んで

利根小２年 井上 緋彩

課：「どこからきたの？おべんとう」を読んで

升形小２年 峯川稜二郎

〈小学校中学年〉

自：「かあちゃん取扱説明書」を読んで

沼東小３年 井田 愛莉

課：「カラスのいいぶん」を読んで

池田小４年 大嶋 真奈

〈小学校高学年〉

自：「ぼくは満員電車で原爆を浴びた」を読んで

沼北小５年 金子 尊

課：「エカシの森と子馬のポンコ」を読んで

升形小５年 峯川 芽依

〈中学校〉

自：「今日が人生最後の日だと思って生きなさい」を読んで

沼田中２年 白倉 愛梨

課：「ｗｉｔｈ ｙｏｕ」を読んで

沼田中３年 井上 愛椛

② 読書感想画コンクール県審査出品作品

〈小学校低学年〉

自：「トムの楽しいタクシードライブ」

沼田小２年 林 駿佑

指：「ドアの中のひとたち」

利根小３年 井上 伊織

〈小学校高学年〉

自：「かけがえのない君へ」

沼田小４年 林 優希

指：「ペリー来航・嵐太郎と動物達」

利根小５年 井上 菜瑠

〈中学校〉

自：「命の重さ」

沼田中２年 小出 莉緒

指：「スマホのない生活」

利根中２年 小林 静希
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１９ 特別支援教育部会

(1) 令和３年度役員組織

部 長 内藤 麗子（川田小）

副部長 田部井由美子（多那中）

書 記 髙橋 富士夫（川田小）

会 計 〃 （ 〃 ）

会計監査 小林 千晴（利根中）

県理事（小） 内藤 麗子（川田小）

県理事（中） 田部井由美子（多那中）

(2) 部会及び各種事業 【 】内は今年度の担当校

・平成３１年度より郡市合同特別支援部会の

会議は廃止

①特別支援教育部会（5/14）→書面開催

・令和２年度事業報告

・令和２年度会計報告および監査報告

・令和３年度組織編成、事業計画、予算案

②中学校特別支援学級進路学習会 【沼田中】

→中止

③市中学校特支学級招待合宿 【白沢中】

（9/16～17）→中止

④市小学校特支学級親子招待旅行【多那小】

（9/24）→中止

⑤沼田市小中学校特別支援学級及び沼田支援学

校交流会 【事務局（川田小）】

（9/27沼東小）→中止

⑥市自閉症・情緒障害教育部会【薄根小】

（1/25）→書面開催

(3) 県・全国特別支援教育研究会関係

①知的障害教育部会（群特研）【支援校・沼田小】

・理事会・総会 →書面開催

・夏季研修会 →リモート

②自閉症・情緒障害教育部会【薄根小】

・総会(5/14) →書面開催

・夏季研修会(8/19) →リモート

・地区別研究会 →中止

③難聴・言語障害教育部会

【沼田小・沼田東小・白沢小】

・総会、第１回全体研究会及び部会別研修会、

第１回中北ブロック研究会（4/28）

→書面開催

・第２回全体研究会及び班別研修会（7/21）

→リモート

・全難言協山梨大会（7/29～30）

・第３回全体研究会及び班別研修会（8/3）

→リモート

・日本言語障害児教育研究大会（8/17～18）

・第４回全体研究会及び部会別研修会（12/20）

→リモート

④特別支援学級設置学校長協会（群特協）

【升形小・利根中】

・総会、役員会(5/14) →書面開催

・全特協岩手大会 →書面開催

(4) 沼田市心身障害者育成会関係事業

①定期総会 →書面開催

②市内特別支援学級訪問（12/13）

③群馬県手をつなぐ育成会大会 →中止

④知的障害者福祉月間パレード →中止

⑤新年会 →中止
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２０ 進路指導部会

(1) 役員組織

部 長 雲越 誠司（白沢中）

書記会計 萩原 正人（白沢中）

県理事（校長）雲越 誠司（白沢中）

県理事（教諭）萩原 正人（白沢中）

(2) 利根沼田進路指導協議会 役員組織

会 長 雲越 誠司（白沢中）

副 会 長 星野 文隆（片品中）

書記会計 萩原 正人（白沢中）

監 査 小室 昌顕（沼南中）

監 査 都丸 一郎（月夜野中）

(3) 市進路指導部会及び利根沼田進路指導協議会

の各種事業

①市進路指導部会兼利根沼田進路指導協議会総会

６月２日（水） 紙面開催

○令和２年度事業報告並びに決算報告

○令和３年度役員選出

○令和３年度事業案並びに予算案審議

○負担金の徴収について

・学校分 生徒数×４円

○私立高校入試説明会について

※協議会の事務局は郡市で２年交替

（令和３・４年度は沼田市が担当）

②私立高校入試説明会

９月22日（水） 昭和村公民館

○県内私立高校からの説明と質疑

○参加高校：桐生第一，樹徳，東農大二

共愛学園，明和県央，前橋育英，

高商大附，健大高崎，常磐

(4) 県中学校進路指導研究部会

〈研究テーマ〉「社会の変化に対応し、自己の生

き方を切り拓くキャリア教育」

①定期総会

５月13日（木） 紙面開催

○令和２年度事業報告並びに決算報告

○令和３年度役員選出

○令和３年度事業案並びに予算案審議

○講演会

本年度紙面開催のため実施せず。

②群馬県キャリア教育研究大会

12月８日（水）～１月31日（月）の期間、

YouTubeによる限定動画配信

※平成30年度より業務の見直しにより進路指

導研究協議会は、特別活動研究協議会と合

同で、キャリア教育研究大会として開催す

ることになった。

〇実践発表

・群馬県小学校教育研究会特別活動部会

館林市立第十小学校 久木原悠太教諭

「自己肯定感（有用感）と人間関係力の

育成」～自分の長所や短所を知り、将来

の夢や希望の実現に向けて努力する態度

を養う～

・群馬県中学校教育研究会特別活動部会

館林市立多々良中学校 佐藤菜摘 教諭

「自ら課題を発見し、解決に導ける生徒

を育てる生徒会活動」～生徒会本部役員

を中心に地域清掃の取組を通して～

・群馬県中学校教育研究会進路指導部会

みどり市立笠懸中学校 米澤文吾 教諭

「みどり市のキャリア教育の充実を目指し

て」

○講話

講師 筑波大学人間系教授 藤田晃之氏

「キャリア教育の充実に向けたキャリア

パスポートの活用について」

③理事会

２月10日（木） 生涯学習センター

〇研究の総括と次年度の課題

事業報告と会計報告

〇第48回関東甲信越地区中学校進路指導研究

協議会東京大会について
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２１ 養護部会（小中合同）

(1) 研究部総会＜中止：紙面＞
①令和２年度事業報告・決算報告

②令和３年度役員選出

部 長 田村 学 (利 根 中)

副 部 長 荒木富美子 (沼 田 小)

加藤 俊子 (白 沢 小)

武井 美枝 (利 根 中)

書 記 内田 蛍 (沼田南中)

会 計 鈴木 梓 (利 根 小)

③令和３年度事業計画及び予算審議

(2) 沼田市養護部会研修会 ＜中止＞

(3) 沼田市養護部会実技研修会 ＜中止＞

(4) 沼田市児童生徒保健統計結果の考察
※発育状態については６月に計測を実施した学校

があり、体重の増加では、計測実施の時期や３

月中の休校等が影響していると考えられる。

※耳鼻咽喉科健康診断については、感染症予防の

ため、口腔・咽頭の健診を実施しなかったり、

問診票から学校医が必要と判断した児童生徒の

み実施したりした学校があった。

【小学校】

①男子の身長は、１･２年生を除いて、全国平均を

上回っている。体重は、全学年とも全国平均を

上回っており、特に４･５･６年生は、全国平均

を 2.0 ㎏以上、上回っている。女子の身長は、
１･３年生を除いて、全国平均を上回っている。

体重は、全学年とも全国平均を上回っている。

②肥満傾向児童（肥満度＋ 20 ％以上）の割合は、
男女ともに昨年度より増加している。

③裸眼視力は 1.0未満の割合は、男女ともに全国平
均を下回っており、0.3 未満の割合は、男女とも
に全国平均を上回っている。

④未処置歯の割合は、男女ともに全国平均を下回

っているとともに、処置完了者の割合は、全国

平均を上回っている。歯列･咬合、歯肉の状態は、

男女ともに全国平均を上回っている。歯垢の状

態は、男女ともに、全国平均を下回っている。

⑤難聴の割合は、男子が全国平均を上回っている。

耳鼻咽頭疾患の割合は、男女ともに全国平均を

下回っている。

⑥心臓の疾病･異常、心電図異常の割合は、男女と

もに全国平均を上回っている。

⑦その他、ぜん息の割合は、男女ともに、全国平

均を上回っている。せき柱･胸郭･四肢の状態は、

男女ともに全国平均を上回っている。栄養状態

は、男子が全国平均を上回っている。

【中学校】

①男子の身長･体重共に、全学年とも、全国平均を

上回っており、女子の身長は、３年生以外は、

全国平均を下回っており、体重は、全学年とも、

全国平均を上回っている。

②肥満傾向生徒（肥満度＋ 20 ％以上）の割合は、
男子で昨年度より増加している。痩身傾向生徒

（肥満度－ 20 ％以下）の割合は、男女ともに昨
年度より増加している。

③裸眼視力 1.0未満の割合は、男女ともに全国平均
を下回っている。0.3 未満の割合は男女ともに、
全国平均を上回っている。

④う歯の割合は、全国平均を上回り、４割がう歯

（処置完了者と未処置歯のある者）を持ってい

る。未処置歯者の割合は、男子は全国平均を下

回っている。処置完了者の割合は、男女ともに

全国平均を上回っている。歯垢･歯肉の状態は、

男女ともに全国平均を下回っている。中１永久

歯の１人当り平均う歯数は、女子が男子を上回

っており、全国平均も上回っている。

⑤難聴、脊柱･胸郭･四肢の状態、栄養状態 は、男

女ともに全国平均を上回っている。

⑥心臓の疾病･異常、心電図の異常は、男子 が全

国平均を上回っている。

⑦その他･眼の疾病･異常、耳鼻咽頭疾患、アトピ

ー性皮膚炎の割合は、男女ともに全国平均を下

回っている。
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２２ 事務職員部会

(1)令和３年度役員

部 長 荒木富美子（沼田小）

副 部 長 小室 昌顕（沼田南中）

〃 小野千代子（薄根小）

書 記 吉野 理恵（薄根中）

会 計 川浦 博史（沼田北小）

会 計 監 査 森下 直樹（沼田中）

〃 星野久実子（沼東小）

企画推進部長 星野 恵美（多那小）

情報管理部長 石山 朝香（沼田小）

(2)事業内容

① 第１回沼田市事務部会

〈４月 書面開催〉

○総会

・令和２年度事業・会計報告

・令和２年度会計監査報告

・令和３年度組織編成

・令和３年度事業計画及び予算審議

○研修

・各専門部会活動計画検討

・企画推進部会

・情報管理部会

・事務室長部会

② 第２回沼田市事務部会

開催なし

③ 第３回沼田市事務部会

〈１０月８日（金）書面開催〉

研修内容

・予算に係わる事務処理について

教育総務課より

・ＧＩＧＡスクールについて

教育総務課より

・給食費徴収について

給食センターより

・その他

備品管理システムについて

○専門部の活動経過報告

各部長からメールで連絡

④ 第４回沼田市事務部会

〈２月 書面開催〉

○今年度の反省と次年度への課題

・メールにより意見集約を行い

次年度へ引き継ぎ

(3)その他

沼田市共同事務室連絡会議

第１回 １０月 書面開催

第２回 ２月

利根沼田事務研究会 会場：利根沼田振興局

５月１４日（金）総会（書面開催）

６月２３日（水）全体会・各部会

８月２６日（木）研修会（中止）

１１月 ９日（火）全体会・各部会

１月１４日（金）全体会・各部会

２月２２日（火）全体会・各部会

群馬県公立小中学校事務研究会

定期総会 書面開催

研究発表大会 １１月１０日 オンライン
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２３ 給食教育研究部会

(1)沼田市給食教育研究部会

①組織編成

部 長 内 藤 麗 子 （川田小）

副 部 長 根 岸 浩 文 （沼東中）

書 記 荒 木 麻 弥 （沼北小）

会 計 小林真奈美 （川田小）

監 査 加藤 俊子 （白沢小）

県 理 事 内 藤 麗 子 （川田小）

〃 林 洋 子 （沼南中）

②事業計画

・群馬県給食教育研究会定期総会 ５月

・群馬県学校給食研究集会

（群馬会館） ７月２１日

・群馬県給食教育研究会理事会 ３月

(2)群馬県給食教育研究会定期総会

＊感染防止のため、書面開催

①期 日 令和３年５月１９日（水）

②会 場 群馬県学校給食会

③内 容

ア 令和２年度事業報告・会計報告

イ 令和３年度役員選出、事業計画案

予算案審議及び承認

ウ 研究集会、負担金納入について

(3)群馬県学校給食研究集会

＊感染防止のため、中止→会報掲載

①期 日 令和３年７月２１日（水）

②会 場 群馬会館

③内 容

○研究発表

研究主題

「生きる力」をはぐくむ

食育の推進と学校給食の充実

発 表 者 昭和村立南小学校

栄養教諭 本間ナヲミ

○講演会

演題

学校における食育の推進及び

学校給食の充実

講師 文部科学省初等中等教育局

健康教育・食育課

食育調査官 清久 利和

(4)第１回常任会議・編集委員会議

＊感染防止のため、書面開催

①期 日 令和３年９月７日（火）

②会 場 群馬県学校給食会

③内 容 学校給食研究集会について

会報作成について

(5)全国学校給食研究協議大会（北海道大会）

＊感染防止のため、オンライン開催

大会主題

「生きる力」をはぐくむ食育の推進と

学校教育の充実

～学校給食ではぐくもう

次世代を担う子どもたちの心と体

(6)群馬県給食教育研究会理事会

①期 日 令和３年３月８日（火）

②会 場 群馬県学校給食会

③内 容 ○今年度の反省

○紀要配布について
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第４章 沼田市独自施策・指定研究の展開

Ⅰ 『ぐんまの子どもの体力向上推進事業－スポーツ庁委託事業－』

令和２・３年度体力向上推進モデル校 ： 沼田市立薄根小学校

進んで学習や運動に取り組む児童の育成

令和２年度副主題 ～ 「わかった」「できた」が実感できる授業づくりを通して ～

令和３年度副主題 ～ 「わかった」「できた」が実感できる授業を通して ～

１ 主題設定の理由

本校の児童の実態として、全国や群馬県の結果と同様に運動をする子、しない子の二極化が見られ

る。学年差、男女差はあるものの休み時間に校庭で元気よく遊ぶ児童と促しても室内にとどまる児童

が見られる。また、運動経験の個人差も大きい。少年野球やサッカー、バレーボールなど地域のスポ

ーツ少年団や陸上や水泳といったクラブの所属も減少傾向にあるように感じる。また、運動の好き嫌

いがはっきりしていて楽しさを味わう前にあきらめてしまう傾向も見られる。そこで、運動の特性を

理解し、できた（できそうだ）という成功体験や達成感を味わわせることや他者との協働的な学びを

通し、進んで運動に取り組め、運動を楽しめる児童の育成を目指し、本主題及び副主題を設定した。

２ 研究構想図

【体力向上のイメージ】

児童生徒の体力向上 「できる」実感の拡大 運動に対する意欲・関心の向上

体育授業の充実 教員の資質向上

コ 運で 反 増 運 運 運

ツ 動き 復 え 動 動 体 動

が がな す る の 時 力 を

わ できそ でか できる る 楽しい 機 間 向 楽

か うだ きっ 実感 と 会 の 上 し

る 見通し るた 達成感 上 が 増 め

充実感 達 大 る

子
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３ 研究のねらい

児童が運動のコツや行い方を理解し（「わかった」）、技能として身に付け（「できた」）、達成感

や充実感を味わうことができ、進んで運動に親しむ態度が育まれるように、体育専科や体育主任を

中心とした日々の授業改善や校内研修を行う。

４ 研究内容

（１） 基本的な考え方（言葉の定義）

進んで 活動のねらいや運動の行い方を理解して、自分から（主体的に）進んで動く姿

わかった 知識として学習や運動の行い方を理解できた姿

できそうだ 振り返りの文言：

「～ということがわかった」

「友達を見たら、一緒に練習したら ～ということがわかった」

できた 技能として向上した姿、身に付けたと実感している姿

学んだり体験したりして身に付けた知識や思考力、判断力を活用すること

振り返りの文言：

「○○したことで××のことができるようになった」

「友達に教えてもらったらできた」

ＰＤＣＡ Ｐ（計画）・・体育専科との打ち合わせにより授業計画、

Ｔ１・Ｔ２の役割分担を行う。

Ｄ（実行）・・児童の反応を見ながら、計画をふまえて活動を行う。

Ｃ（評価）・・取り組みが適切であったかを児童の様子の観察や学習カードの

記述等により評価する。

Ａ（改善)・・体育専科との打ち合わせで確認する。

（２） 取組の内容（手立て）

① 児童が運動を「楽しい」「できそうだ」と思える授業の工夫

・児童一人一人が場を工夫したり、選択できるよう用具や場を多く設定する。

・記録や思考の蓄積ができるように体育ノートを活用する。また、個人やチームの動きのイメー

ジができるようICT機器や作戦ボートも活用する。

・スモールステップで、誰でも取り組みやすい学習過程

・タスクゲームでチーム(個人)の課題解決

・教え合いや見合う（交流）活動を取り入れる。

② 児童が運動を日常的に行うための環境整備

・遊びの中で体力向上が図れるように体育館にアトラクションチャレンジを設置する。（本校の

課題である「投」「跳」の運動）
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・鉄棒や縄跳びに休み時間でも取り組めるようチャレン

ジカードを作成する。

・家庭でもできるように運動の紹介をする。

・体育委員会によるスポーツプロジェクト（異学年交流）

③ 指導力向上を目指した校内研修

・授業実践や授業研究会を通して系統性のある指導のた

めの情報交換や指導案検討を行う。

・体育専科と担任との連携を図る。

５ 成果と課題

（１）成果

【授業に関すること】

①「わかった」を実感させるための活動

・スモールステップで基礎的な技能を繰り

返し練習させたことにより児童の技能が

高まった。

・ICT機器や学習カードなど視覚的な支援の

方法について工夫することで運動の行い

方や作戦の理解が深まった。

・児童の動きをICT機器（一人一台端末）で撮影することによって動きを把握し、自己の課題を

つかませることができ、改善するための練習が明確となり個人の技能の向上につながった。

また、単元を通して自己の動きの変容を客観的に読み取ることができ、成長を実感し、自信

につなげることができた。

②「できた」を実感させるための活動

・児童が選択することのできる場の工夫を行うことで、児童の成功体験を増やすことができた。

・「できた」の楽しさを実感できるような授業改善を行っていくことで「体育が好き」「やや好

き」と答える児童が９８．４％（令和２）から９９．３％（令和３）と伸びた。

【指導力の向上に関すること】

・体育専科との協働体制が定着した。学習計画の立案や指導方法について話合いができた。

・体育専科を活用し、教材準備の時間や多くの場の工夫を確保することができた。

・各学年や運動領域によって、T1・T2の役割やかかわり方に工夫が見られるようになった。

・保健便りで家庭でできる運動を紹介してもらうことで発信力を高めることができた。

・授業改善への取組により体育授業に対する教員の不安や共通理解を図ることができた。

（２）課題

・各単元の「わかった」（知識）「できた」（技能）の意味や関係性を明確にし、知識を技能に

つなげていくための指導法を考え実践を積み上げていく。

・体力向上につながる体育の授業の基本的な流れを職員で共通理解し、引き続き、児童が達成

感や充実感を味わえるように場の工夫を考えていく。

・体育科におけるICT機器の活用について積極的に実践していく。
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第４章 沼田市独自施策・指定研究の展開

思いやりの心をもち、自ら気づき考え行動できる児童の育成

～地域に根ざした体験と自主的・実践的活動の充実～

群馬県青少年赤十字実践推進校（Ｒ２・Ｒ３指定校）：沼田市立利根小学校

１ 利根小学校ＪＲＣ目標

２ 実践の概要

(1) 児童会による活動＜児童主体の活
動を目指して＞

① ＪＲＣ登録式

…児童集会で企画委員会が中心となり実施

② 利根小学校５つの行動目標

・代表委員会で、ＪＲＣの実践目標等を達成するための行動目標を設定（ＳＤＧｓとも関連）

・年２回、自己評価
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(2) キャリア教育＜異学年、同学年、地域の人々との交流を通して＞

① アスリートカップ…運動会、マラソン大会、なわとび大会の３つの体育的行事をアスリートカ

ップとして縦割りの団対抗で実施

・代表委員会でスローガンを決め、横断幕にして校舎に掲示

昨年度：みんなで作ろう アスリートカップ

今年度：力のかぎり 最後は笑顔の 優勝トロフィー

② ふきわれタイム…６班編成で遊ぶ異年齢活動

・６年生が企画・準備し、当日の進行

③ 探究活動…生活科や社会科、総合的な学習の時間で、地域や

地域の人々とふれ合いながら実施

・テーマ １年生：学校 ２年生：利根町 ３年生：沼田市 ４年生：吹割の滝

５・６年生：利根町の文化・歴史 大蛇祭 尾瀬

④ 学級活動

・司会を輪番制（誰もが体験）

(3) 道徳教育＜豊かな心の育成を通して＞

・ＪＲＣと関連付けた授業と活動

(4) 国際理解教育＜募金や英語学習を通して＞

① １円玉募金…毎月１回、募金日を設定して実施

・寄付先は世界や日本の状況をみながら委員会の児童が主体的に決

定

昨年度の実績：年間募金総額 27,762円

寄付先 社会福祉協議会・ユニセフ・赤い羽根募金

群馬青少年赤十字社

② 外国語に触れる機会の確保

・廊下や階段にアルファベットカードやローマ字表記の「沼田かるた」の読み札を掲示

(5) 福祉教育＜お年寄りとの交流、ボランティア活動、栽培活動を通して＞

① いちいの会…３、４年生が中心となり、利根町の社会福祉協議会と連携しながら地元のお年寄

りと交流

・コロナ禍のため、昨年度はすべて中止、今年度は３、４年生がビデオレター等で交流

② しゃくなげ体験学習…お年寄りにスポーツや料理を教えてもらう交流

・昨年度は、１・２年生：スカットボール、３・４年生：グランドゴルフ、５・６年生：スマイ

ルボウリング、今年度はコロナ禍により中止

③ ボランティア活動の日…通学路のゴミ拾い

④ 草むしりと資源回収…夏季休業初日のサマースクール実施日

・低中学年は校庭の草むしり、高学年はＰＴＡの資源回収行事とタ

イアップした資源分別

⑤ 栽培活動…朝行事の「緑の活動」の時間に花壇・学級園で花や

野菜を栽培

⑥ 樹木プレート作り…ニッセイ緑の財団の樹木プレート作成事業を
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活用しプレートづくり

⑦ 落ち葉ボランティア・雪かきボランティア

(6) 人権教育＜人権週間の集中学習を通して＞

① 校長による人権講話

② 人権擁護委員による人権教室

③ スクールカウンセラーによるＳＯＳの出し方講話

④ いじめ防止活動（５月、１２月）

⑤ 思利根活動

・友達のよさを見つけて、付箋に書いてホールの壁に貼る「思利

根活動＝思いやり利根小活動」

⑥ 親子人権標語づくり

⑦ あいさつ運動

(7) 健康教育・食育＜健康指導、食育を通して＞

①手洗い教室（１、４年生）の実施等

②健康面に関連付けた利根小ＳＮＳルール、家庭でのＳＮＳルール

づくり

(8) 防災・安全教育＜避難訓練や防災教室を通して＞

① 小中合同地震対応避難訓練・引き渡し訓練（引き渡し訓練のみ

隔年実施）

② 防災炊き出し体験

・炊き出し用袋を使ったご飯炊きを体験

③ 火災対応避難訓練

④ 防災教室

・利根町の社会福祉協議会主催の防災教室に６年生が参加

６ ２年間の成果と次年度に向けた課題

(1) 成果

・７つの窓口を基に全体計画を作成したことにより、教科横断的な視点で教育活動につなげること

ができた。

・様々な取組を通して、教職員内に児童の自主的・主体的な活動を大切にする意識が高まり、意図

的な声掛けや働き掛けが見られるようになった。

・児童自らが行動目標を決め、廊下や教室に掲示したことや自己評価の場を設けたことにより、児

童の意識が高まり、目的をもった行動につながった。

(2) 課題

・自主的、主体的な活動がさらに進むよう、話合い活動での折り合いの付け方を身に付けさせる。

・上級生がさらにリーダーシップを発揮できるよう委員会活動や異学年の交流活動の工夫・改善を

図る。

・コロナ禍により実施が縮小されたり、中止されたりした活動の内容や方法を来年度に向けて再検

討していく必要がある。


